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11 月 2 日 日　　第 1 会場

8:50-9:00	 開会式	

三上　容司	 横浜労災病院　運動器センター

9:00-10:00	 会長講演	

座長：伊藤　弘人（東北医科薬科大学　医療管理学教室）

PL	 臨床倫理が病院にもたらすもの
三上　容司	 横浜労災病院　運動器センター

10:10-11:10	 特別講演 1	

座長：井樋　栄二（東北労災病院）

SL-1	 医療イノベーション推進に向けた PMDA の取り組み～健やかに生きる世界をともに～
藤原　康弘	 独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA)

11:20-11:50	 次期会長講演	

座長：竹原　徹郎（関西労災病院）

NPL	 第 74 回日本職業・災害医学会学術大会特別企画の立案
伊藤　弘人	 東北医科薬科大学医学部医療管理学教室

12:00-13:00	 ランチョンセミナー 1	 共催：日本ストライカー㈱

座長：竹下祐次郎（横浜労災病院　整形外科）

LS-1	 手術室における職業曝露低減のための廃液・排煙マネジメントシステムの有用性
西田　雄大	 益田赤十字病院 麻酔科

13:10-14:10	 文化講演	

座長：三上　容司（横浜労災病院　運動器センター）

CL	 美術館に行こう－アートは日常にある－
新見　　隆	 武蔵野美術大学

14:20-15:20	 特別講演 2	

座長：中森　知毅（横浜労災病院　救急科）

SL-2	 D24H - 災害時保健医療福祉活動システム - と DSG-SIM - 仮想災害シナリオジェネレーター - の
研究開発と社会実装
市川　　学	 芝浦工業大学 システム理工学部
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15:30-16:30	 指導医講習会	

社会医学系専門医制度指導医講習会

座長：平澤　　晃（横浜労災病院　血液内科）

SMS	 社会医学系専門医協会の最近の動向と活動 2025
和田　裕雄	 順天堂大学大学院医学研究科・公衆衛生学

16:40-17:40	 特別講演 3	

座長：高野　順子（独立行政法人労働者健康安全機構）

SL-3	 働きがいと働く幸せ（Well-being）のサイエンス
上田　陽一	 産業医科大学 学長

11 月 2 日 日　　第 2 会場

9:10-10:40	 両立支援報告	

座長：加藤　宏一（東京労災病院　治療就労両立支援センター） 
中山　貴博（横浜労災病院　治療就労両立支援センター）

R1-1	 治療と仕事の両立支援における労働者健康安全機構のあゆみ
豊田　章宏	 中国労災病院 治療就労両立支援センター / 労働者健康安全機構 本部

R1-2	 「両立支援勤労者医療フォーラム」15 年の歩みと今後の方向
加藤　宏一	 労働者健康安全機構東京労災病院　治療就労両立支援センター

R1-3	 両立支援における医療ソーシャルワーカーの役割と多職種連携
國弘　行正	 山口労災病院　治療就労両立支援部

R1-4	 労災病院との連携による両立支援事例検討会の実践からみた今後の展望
木村裕香子	 宮城産業保健総合支援センター

10:50-11:50	 共催セミナー	 共催：中外製薬㈱

座長：齋藤　　淳（横浜労災病院　内分泌内科）

SS	 神経難病の治療と仕事の両立支援
中山　貴博	 横浜労災病院　両立支援センター　両立支援部

12:00-13:00	 ランチョンセミナー 2	 共催：ビー ･ ブラウンエースクラップ㈱

座長：木戸　忠人（秋田労災病院）

LS-2	 脊椎外傷治療の変遷　〜変わったことと変わっていないこと〜
河野　　修	 総合せき損センター　整形外科
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13:10-14:40	 シンポジウム 3	

リハビリテーション部門の Well-being な職場づくり

座長：植村　秀一（横浜労災病院　中央リハビリテーション部）

S3-1	 教育システムとキャリアラダーに基づく給与体系
遠藤　正英	 桜十字グループ　福岡事業本部

S3-2	 産業保健の視点を取り入れた環境づくりと人材育成
浅田　史成	 神戸労災病院　中央リハビリテーション部

S3-3	 障害者雇用によるタスクシフトについて
富永　雅子	 中国労災病院　中央リハビリテーション部

S3-4	 対策医療である復職リハの職場としての取り組みについて
廣瀨　真由	 山口労災病院　中央リハビリテーション部

14:50-16:10	 一般演題 1「脊椎脊髄外科疾患 1・検査」

座長：福島　成欣（虎の門病院　脊椎センター）

O1-1	 多発外傷を伴った胸腰椎損傷の最適な手術タイミング
石井　桂輔	 帝京大学医学部附属病院外傷センター

O1-2	 脊髄損傷患者の社会経済的要因と臨床的転帰の関連：単施設後ろ向きコホート研究
河野　一美	 総合せき損センター　

O1-3	 精神疾患治療中の患者に対する脊椎インスト手術の周術期の問題点
熊川　義人	 東京都立多摩総合医療センター整形外科

O1-4	 脊椎疾患患者における骨格筋量の評価
今村　寿宏	 九州労災病院　中央リハビリテーション部

O1-5	 高齢者（≧ 65 歳）の脊椎手術後せん妄の検討　　－術前臨床検査パラメーターの後向き分析－
岩谷　幸栄	 秋田労災病院　中央検査部

O1-6	 OLIF51 アプローチを用いて治療した L5/S1 化膿性椎間板炎の １ 例
戸澤慧一郎	 虎の門病院　整形外科　脊椎センター

O1-7	 消化管悪性腫瘍を背景とした腸内細菌由来の化膿性脊椎炎の一例
福島　成欣	 虎の門病院　脊椎センター

16:20-17:50	 労働安全衛生研究報告	

座長：中岡　隆志（独立行政法人労働者健康安全機構）

R2-1	 乾燥および湿潤氷面において耐滑性を有する靴底の探索
柴田　　圭	 独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所　リスク管理研究グループ

R2-2	 化学物質の経皮ばく露対策と保護具選定の課題
柳場　由絵	 労働安全衛生総合研究所

R2-3	 F344 ラットにおける酸化チタンナノ粒子吸入暴露によるじん肺病変
梅田　ゆみ	 独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所
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R2-4	 建築物の解体工事における外壁の倒壊防止対策に関する研究
高橋　弘樹	 労働安全衛生総合研究所 建設安全研究グループ

R2-5	 病院事務局職員における過重労働防止と円滑な業務運営のための参加型職場環境改善支援ツール
の開発
吉川　　徹	 独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所過労死等防止調査研究センター

R2-6	 シリカ粒子の細胞毒性を増強する粒子特性の解明
天本　宇紀	 独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 有害性試験研究領域 開発グループ

18:00-19:00	 社員会員総会	

11 月 2 日 日　　第 3 会場

9:20-10:10	 一般演題 2「チーム医療・多職種連携１」

座長：永瀬　　肇（横浜労災病院　消化器内科）

O2-1	 乳癌治療関連心機能障害から心不全に至った患者・家族の思いに寄り添った退院支援 
～終末期の母を支える子への告知支援
富田　麻衣	 横浜労災病院　看護部

O2-2	 横浜労災病院 NICU・GCU ファミリーサポートにおける心理師活動報告 
～初対面での関わりの検討を通して～
秋庭　篤代	 横浜労災病院　心療内科

O2-3	 骨粗鬆症治療継続率向上のための取り組み 
―治療可否把握のための病診連携アンケート調査から見えた現状と改善策―
菅原　光太	 東北労災病院中央放射線部

O2-4	 骨粗鬆症外来における 5 年経過時の身体所見・骨密度の変化 リエゾンサービス提供の経過について
久永　　文	 独立行政法人　労働者健康安全機構　神戸労災病院　栄養管理室 / 	

学校法人　行吉学園　神戸女子大学　家政学部　管理栄養士養成課程

O2-5	 当院作業療法部門における中長期的ビジョンの影響とその評価
吉岡祐一郎	 東京労災病院　中央リハビリテーション部

10:20-11:50	 災害講演 1	

災害時に理学療法士に期待される役割～これからの JRAT 活動～

座長：中森　智毅（横浜労災病院　救急科）

講演	 JRAT の活動と能登半島地震での経験
菊地　尚久	 千葉県千葉リハビリテーションセンター　リハビリテーション科

12:00-13:00	 ランチョンセミナー 3	 共催：㈱日本エム・ディ・エム

座長：三好　光太（横浜労災病院　整形外科）

LS-3	 急性期胸腰椎移行部骨粗鬆性椎体骨折に対する BKP(Balloon Kyphoplasty) の有用性
山田　淳一	 松阪市民病院
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13:10-14:40	 シンポジウム 4	

災害時の輸血医療と血液供給体制

座長：髙水　竜一（関西労災病院　中央検査部） 
浦野　　寛（千葉労災病院　中央検査部）

S4-1	 神奈川県における災害時の輸血療法マニュアル
小川　寿代	 一財）神奈川県警友会 けいゆう病院 臨床検査科

S4-2	 災害時の血液製剤供給体制
神崎　隆一	 神奈川県赤十字血液センター　学術情報・供給課

S4-3	 西日本豪雨災害を経験して
木村　　充	 中国労災病院　中央検査部

14:50-16:20	 シンポジウム 6	

高年齢労働者の労災事故の現状と対策

座長：樂木　宏実（大阪労災病院） 
高木　元也（労働安全衛生総合研究所 新技術安全研究グループ）

S6-1	 転倒の発生状況と受傷の特徴 -RODEO study データによる労災事案と全事案の比較検討 -
菅　知絵美	 労働安全衛生総合研究所

S6-2	 RODEO study から抽出した高年齢労働者の労災事故の特徴
山本　真一	 横浜労災病院 運動器外傷センター

S6-3	 介護施設で働く高年齢労働者の転倒傷害リスクと転倒関連労働災害者の特徴
樂木　宏実	 大阪労災病院

S6-4	 高年齢労働者の転倒と身心の状況
大西　明宏	 労働安全衛生総合研究所

S6-5	 高年齢者の労働災害防止　－一人ひとりの身体的・心理的要因、健康状態を踏まえる－
高木　元也	 労働安全衛生総合研究所 新技術安全研究グループ

16:30-18:00	 シンポジウム 8	

災害医療における整形外科

座長：竹下祐次郎（横浜労災病院　脊椎脊髄外科） 
松山　大輔（秦野赤十字病院　整形外科）

S8-1	 災害医療と整形外科　ー 21 世紀におけるその進展と課題ー
福島　憲治	 国立国際医療センター

S8-2	 令和 ６ 年能登半島地震の経験。そのとき現場で何が起こっていたのか。
米澤　宏隆	 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科・整形外科学講座 / 金沢大学附属病院救急科

S8-3	 整形外科医が挑む国際災害とクラッシュ症候群対応
大場　次郎	 国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局 DMAT事務局

S8-4	 整形外科医が知っておくべき BCP（Business Continuity Planning）
黒住　健人	 帝京大学医学部　救急医学講座

S8-5	 DRO と FLS で備える災害医療と骨折予防の融合
松山　大輔	 秦野赤十字病院　整形外科
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11 月 2 日 日　　第 4 会場

9:00-10:30	 シンポジウム 1	

高齢労働者のウェルビーイング

座長：江口　　尚（産業医科大学　産業生態科学研究所） 
山本　晴義（横浜労災病院　勤労者メンタルヘルスセンター）

S1-1	 産業医視点で考えるー高齢労働者のウェルビーイング支援
江口　　尚	 産業医科大学

S1-2	 高齢労働者のウェルビーイング　「心身医学の立場から」　
津久井　要	 港北もえぎ心療内科　横浜労災病院心療内科

S1-3	 高齢労働者のウエルビーイング（長寿医療の立場から）
大渕　修一	 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所

S1-4	 高齢労働者　一病息災、得手に帆を揚げて
伊津野信之	 株式会社　鉄建建設　安全推進室

S1-5	 高齢労働者のウェルビーイング
山本　晴義	 横浜労災病院　勤労者メンタルヘルスセンター

10:40-11:50	 シンポジウム 2	

次世代を担う人材育成～看護学校、専門学校、病院、大学が一体となって～

座長：高野　順子（独立行政法人労働者健康安全機構）

S2-1	 看護部キャリアラダー改定のポイントと院内教育推進における課題
金森　美香	 釧路労災病院

S2-2	 VUCA 時代における看護人材育成の挑戦
吉村明希子	 熊本労災病院　看護部

S2-3	 キャリアラダーを用いた人材育成－次世代の看護師を育てる看護専門学校専任教員の育成－
倉林ちずる	 横浜労災看護専門学校

S2-4	 本校における社会人基礎力の育成に向けた取り組み
佐々木昌子	 独立行政法人労働者健康安全機構　釧路労災看護専門学校

S2-5	 専門学校と大学の連携による看護人材育成と定着率向上の可能性
藤野　美奈	 労働者健康安全機構　医療企画部　看護課

S2-6	 「共生を学ぶという選択」～共生の視点から考える看護教育連携～
西村　哲雄	 星槎大学　学長

13:10-14:40	 シンポジウム 5	

知をつなぐ、現場を変える～手指衛生・針刺し防止から考える感染対策のこれから～

座長：宇田　淳子（横浜労災病院） 
藤井　春子（関東労災病院）

S5-1	 当院における針刺し損傷の現状と課題
西村　　彩	 横浜労災病院　感染管理室
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S5-2	 関西労災病院における針刺し・切創事故の傾向とその対応
南　　直樹	 関西労災病院

S5-3	 手指衛生向上　8 年間の『みちのり』　 ～ WHO 多角的戦略を活用して～
高本　恭子	 富山労災病院　感染管理室

S5-4	 針刺し・切創・曝露の軽減に向けての取り組み～自施設で集計したデータと情報を活用～
吉川美智代	 神戸労災病院　感染対策室

S5-5	 なぜ手指衛生遵守率は向上しないのか？量的・質的評価から見えた組織的アプローチの必要性
和久田容子	 熊本労災病院  看護部

S5-6	 手指衛生遵守行動と MRSA 新規発生率の関連性：看護必要度・病床稼働率・教育体制を交えた検討
村田　裕美	 山口労災病院　院内感染対策室 / 山口労災病院　看護部

14:50-16:20	 シンポジウム 7	

放射線部門の Well-Being を目指して

座長：若林　一成（新潟労災病院　中央放射線部）

S7-1	 放射線部門の Well-Being を“患者と技師”の両視点で考える
若林　一成	 新潟労災病院中央放射線部

S7-2	 医療従事者の職業被ばく管理～診療放射線技師にできる取り組み～
佐々木　輝	 東北労災病院　中央放射線部

S7-3	 放射線治療における Well-being への意識とその変化
森脇　秀一	 岡山労災病院 中央放射線部

S7-4	 画像検査におけるトラブル事象の施設間共有がもたらすウェルビーイング
酒井　崇行	 九州労災病院　中央放射線部

S7-5	 “撮る”だけじゃない CT 検査 － 患者と技師、お互いの笑顔のために
皆川　圭太	 山口労災病院　中央放射線部

S7-6	 MRI 検査領域における Well-being について
黒澤　慎哉	 秋田労災病院　中央放射線部

S7-7	 放射線業務における IT 活用と Well-Being の両立
正岡　憲治	 愛媛労災病院　中央放射線部

16:30-18:00	 シンポジウム 9	

抗がん剤における曝露対策

座長：角田　誠一（横浜労災病院　薬剤部） 
河井　良智（東京労災病院　薬剤部）

S9-1	 医療従事者の安全を守る～抗がん剤曝露対策の現在と今後の展望～
稲田　佑亮	 横浜労災病院　薬剤部

S9-2	 「抗がん剤投与における曝露対策と在宅での患者指導」
倉林　美和	 横浜労災病院　看護部

S9-3	 「薬局における在宅抗がん剤曝露対策の実践」
金　　明俊	 株式会社クラスターメディカル
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S9-4	 抗がん剤曝露対策ガイドラインのレビューと今後の展望
橋口　宏司	 横浜南共済病院

11 月 2 日 日　　第 5 会場

9:00-9:50	 一般演題 3「看護１」

座長：坂本　宏子（北海道中央労災病院　治療就労両立支援部）

O3-1	 認知症ケアを起点とした急性期病院における院内レクリエーションの実践報告
原川真由美	 山口労災病院

O3-2	 A 病棟に緊急入院した患者のせん妄発症要因の実態とせん妄予防対策の効果
菅野　美穂	 福島労災病院

O3-3	 せん妄予防を目的とした術中看護計画の作成と実践
長嶺　園美	 横浜労災病院　看護部　手術室

O3-4	 動画視聴による転倒予防対策の効果
飯島　　愛	 神戸労災病院

O3-5	 転倒転落防止の取り組み - リスク要因分析とコアナース活用による予防策の展開 -
松本　涼太	 山口労災病院　看護部

10:00-10:30	 一般演題 4「労災診療」

座長：佐藤　勘治（横浜労災病院　皮膚科）

O4-1	 職場復帰支援・療養指導料加算の導入からマニュアル作成までの取り組みについて
西村　美希	 大阪労災病院　看護部

O4-2	 労災病院として北陸 3 県内で取り組む尿道狭窄症に対する尿道形成術の診療実績
石浦　嘉之	 富山労災病院泌尿器科

O4-3	 雨天時の住宅建設作業中に発生した高圧感電災害の 2 例
植地　貴弘	 横浜労災病院 救命救急センター

13:10-14:10	 産業医講習会	

座長：川原　健資（のぞみクリニック）

	 医療・産業領域で役立つ「交流分析」
江花　昭一	 神奈川大学保健管理センター

14:20-15:20	 一般演題 5「両立支援１」

座長：松村　敏幸（熊本労災病院　循環器内科）

O5-1	 中部労災病院における成人上肢切断患者の復職状況や使用義手タイプの分析
田中宏太佳	 中部労災病院治療就労両立支援センター

O5-2	 脊髄損傷における両立支援の可能性
小島虎太郎	 北海道せき損センター 中央リハビリテーション部
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O5-3	 脊髄損傷おける両立支援のロールモデル
京谷　政昭	 北海道せき損センター　中央リハビリテーション部

O5-4	 外国人患者に対する両立支援の検討～クローン病患者の支援を通して～
宍戸　恭子	 東北労災病院 治療就労両立支援センター

O5-5	 高次脳機能障害患者への両立支援～病識が乏しい患者へ就労支援を繰り返した事例～
蒲池　有加	 長崎労災病院看護部　治療就労両立支援部

O5-6	 両立支援を継続することにより就労継続が可能となった一例
野原　久司	 横浜労災病院勤労者医療総合センター / 横浜労災病院心療内科 / 港北もえぎ心療内科

15:30-16:20	 一般演題 6「リハビリテーション」

座長：足立　博史（東京労災病院　中央リハビリテーション部）

O6-1	 高齢人工膝関節全置換術症例における術前の抑うつが術後のアウトカムに与える影響に関する探
索的研究
八木　宏明	 山口労災病院 中央リハビリテーション部

O6-2	 玄関環境を再現し段差昇降動作練習を行った胸髄損傷運動完全麻痺患者の一症例
山田　智也	 総合せき損センター 中央リハビリテーション部

O6-3	 脊髄損傷患者の職場復帰と移動能力との関連
島袋　尚紀	 順天堂大学大学院医学研究科　公衆衛生学講座

O6-4	 脳卒中リハビリテーション看護認定看護師が「必要な存在」となるために - 現場の事例を通じて -
笠野　有子	 横浜労災病院　看護部

O6-5	 自動車運転再開後の傾向と自動車シミュレーター評価との関係
兒玉　賢剛	 中国労災病院　中央リハビリテーション部

19:00-20:30	 全員懇親会	

11 月 2 日 日　　第 6 会場

10:00-10:30	 一般演題 7「医療安全・薬剤」

座長：周藤　　高（横浜労災病院　脳神経外科）

O7-1	 回復期リハビリテーション病棟での転倒と栄養障害
田中　正一	 医療法人ちゅうざん会　ちゅうざん病院　リハビリテーション科

O7-2	 医療安全管理部門における品質管理手法を用いたカイゼン活動 
〜当院における入院患者の食事安全対策〜
橋本　光宏	 千葉労災病院 医療安全管理部 / 名古屋大学医学部附属病院 CQSOプロジェクト

O7-3	 脳梗塞患者のミノキシジル服用を中止した症例
瀬尾　崇識	 山陰労災病院薬剤部
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10:50-11:50	 産業医実地講習会	

講　　　師：山本　晴義（横浜労災病院　勤労者メンタルヘルスセンター）
コメンテーター：川原　健資（のぞみクリニック）

13:10-13:50	 一般演題 8「外傷・形成・救急・麻酔・災害医学・災害関連」

座長：中村　俊介（横浜労災病院　救急科）

O8-1	 都市部 ER 型救命救急センターにおける救急搬送不応需に関する検討
柴崎　貴俊	 横浜労災病院　救命救急センター・救急科

O8-2	 NICU・GCU 病棟における災害対策についての取り組み
白石　教子	 横浜労災病院

O8-3	 ロボット支援下手術における災害訓練の実施と今後の課題
長嶺　園美	 横浜労災病院　看護部　手術室

O8-4	 病院行動評価群に基づいた災害対策訓練の実践
三田　直人	 横浜労災病院　救命救急センター　救急災害医療部

14:00-14:50	 一般演題 9「患者支援・メンタルヘルス」

座長：水谷　健司（横浜労災病院　総合手術センター）

O9-1	 仕事の負担は慢性的な疲労に影響するか？台湾高雄における疲労と NewBJSQ を用いた調査
楊　　鎮誠	 台湾高雄医学大学 / 台湾高雄市立小港病院

O9-2	 事業所規模によるメンタルヘルス対策のニーズと課題：土木建築業の加入事業所アンケートの分析
井上　侑香	 全国土木建築国民健康保険組合

O9-3	 退院後の家族と児への支援～電話相談、フォローアップ外来訪問を導入して～
白石　教子	 横浜労災病院

O9-4	 術後患者の PCA 使用状況について～術後疼痛チームの回診報告～
小野　直美	 横浜労災病院

O9-5	 抗アミロイドβ抗体薬投与患者を介護する就労介護者の「介護による社会生活への支障」につい
ての検討
山田　英忠	 中国労災病院　脳神経内科

15:00-16:00	 一般演題 10「看護２」

座長：米田　治子（新潟労災病院）

O10-1	 勤労者看護実習における取組報告　勤労者医療を担う看護を育てる現場から
今村　　恵	 横浜労災看護専門学校

O10-2	 骨粗鬆症治療患者に対する指導前後の意識及び行動の変化
佐々木千秋	 秋田労災病院看護部

O10-3	 看護職員教育の推進を目指した「せき損看護クリニカルラダー」教育プログラムの再構築
鈴木　靖恵	 北海道せき損センター

O10-4	 看護師の接遇マナー向上に対する取り組み
千葉　京香	 横浜労災病院
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O10-5	 根本原因分析法（RCA：Root-Cause Analysis）の学習会の成果
川原　裕美	 労働者健康安全機構　横浜労災病院

O10-6	 看護職員の定着支援とメンタルヘルス向上に向けた教育サポーター活動  
〜新人看護職員に対する支援を中心に〜
内田　敦子	 横浜労災病院　看護部

16:30-18:00	 シンポジウム 10	

ミクロからマクロレベルの視点で考える両立支援

座長：中山　貴博（横浜労災病院　治療就労両立支援センター両立支援部）

S10-1	 重度上肢麻痺を有する院外心停止生存者への両立支援の一例
田村　　大	 秋田労災病院　中央リハビリテーション部

S10-2	 両立支援で職場面談が有用であった 4 症例
釆原　朱実	 中国労災病院治療就労両立支援センター

S10-3	 産業保健総合支援センター保健師による治療と仕事の両立支援  
－地域での支援体制づくりから個別支援まで－
伊藤美千代	 東京医療保健大学千葉看護学部

S10-4	 社会復帰支援・治療と仕事の両立支援の初期臨床研修プログラムへの組み入れと有効な研修方法
の検討
藤原　久也	 独立行政法人　労働者健康安全機構　中国労災病院

11 月 3 日 月　　第 1 会場

8:40-9:40	 特別講演 4	

座長：栗栖　　薫（中国労災病院）

SL-4	 休む力（レスタビリティ）：疲れたら休む（個人）、休める（集団）、休ませる（社会）
久保　智英	 労働安全衛生総合研究所

9:40-10:40	 特別講演 5	

座長：森田　明夫（東京労災病院）

SL-5	 カスタマーハラスメント（ペイシェントハラスメント）の基礎知識と実務対応
原　　昌登	 成蹊大学 法学部

10:50-11:50	 基調講演	

座長：三上　容司（横浜労災病院）

KL	 今なぜウェルビーイングな世界を目指すべきなのか
前野　隆司	 武蔵野大学　ウェルビーイング学部
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13:10-14:10	 特別講演 6	

座長：中森　知毅（横浜労災病院　救急科）

SL-6	 J-SPEED ー データがつなぐ健康危機管理の最前線
久保　達彦	 広島大学　公衆衛生学

14:20-15:20	 特別講演 7	

座長：中森　知毅（横浜労災病院　救急科）

SL-7	 Well-being を目指す共感と共創の避難所運営
石井美恵子	 国際医療福祉大学

15:30-15:40	 閉会式	

三上　容司	 横浜労災病院

11 月 3 日 月　　第 2 会場

8:40-10:10	 シンポジウム 11	

医師の働き方改革～施行から 1 年、現場からの提言～

座長：松永　竜也（横浜労災病院　周産期センター）

S11-1	 医師の働き方改革　～施行から 1 年、現場から提言～　ディスカッションパート
鈴木　幸雄	 神奈川県立がんセンター　婦人科

S11-2	 医師の働き方改革　～施行から 1 年、現場から提言～　ディスカッションパート
松永　竜也	 横浜労災病院　産婦人科

10:20-11:50	 労災疾病等医学研究報告	

座長：加藤　賢朗（独立行政法人労働者健康安全機構） 
西野　雅巳（独立行政法人労働者健康安全機構）

R3-1	 介護施設で働く高年齢労働者の転倒傷害リスクと転倒関連労働災害者の特徴
樂木　宏実	 大阪労災病院

R3-2	 労災疾病等医学研究令和 ５ 年度開始「アスベスト」テーマについて
宮本　洋輔	 独立行政法人労働者健康安全機構　アスベスト疾患研究・研修センター

R3-3	 脂肪性膵疾患の新規診断方法の探索とその病態の解明
鎌田健太郎	 関東労災病院消化器内科

R3-4	 勤労女性の妊娠時の食・生活習慣に関する時間栄養学的研究
藤原　久也	 独立行政法人　労働者健康安全機構　中国労災病院
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12:00-13:00	 ランチョンセミナー 4	 共催：アステラス製薬㈱／アムジェン㈱

座長：金井　宏幸（東京労災病院　整形外科）

LS-4	 骨粗鬆症治療 update
田中　　栄	 東京大学医学系研究科外科学専攻　整形外科学　教授

13:10-14:40	 シンポジウム 13	

医療機器安全管理への取り組み

座長：渡辺　英樹（横浜労災病院　臨床工学部） 
加藤　　諭（山口労災病院　中央臨床工学部）

S13-1	 医用テレメータの電波管理と安全対策
八巻　　学	 東京労災病院　中央臨床工学部

S13-2	 当院における臨床工学技士としての医療機器安全管理への取組み
北山　伸治	 関東労災病院　中央臨床工学部

S13-3	 当院における医療機器安全管理の現状と課題
久我　洋史	 千葉ろうさい病院　臨床工学部

S13-4	 医療機器安全管理への取り組み  
～「セントラルモニタアラーム疲弊」の解消に向けた戦略的アプローチ ～
野川　悟史	 昭和医科大学藤が丘病院

S13-5	 当院における医療機器安全管理の現状と課題
岩村　庸平	 横浜市立大学附属市民総合医療センター　臨床工学部

11 月 3 日 月　　第 3 会場

8:30-9:30	 一般演題 11「チーム医療・多職種連携３」

座長：柚本　和彦（横浜労災病院　循環器内科）

O11-1	 CIEDs ケアチームにおける看護師の活動報告
吉野　寧子	 横浜労災病院看護部

O11-2	 CIEDs（植え込み型心臓デバイス）遠隔モニタリングへの看護師の参画
山形あゆみ	 横浜労災病院　看護部

O11-3	 心不全多職種チーム介入による緩和ケア実践を経験して 
〜終末期心不全患者の ACP 介入から多職種チーム医療のあり方を振り返る〜
小峯　怜子	 横浜労災病院　看護部

O11-4	 新興感染症を到底した多施設合同訓練
宇田　淳子	 横浜労災病院　看護部

O11-5	 緊急ストーマ造設術を受けた脊髄損傷者の尊厳と支援～ Well-being 実現のための共感と共創～
坂田　　舞	 熊本労災病院看護部

O11-6	 診療看護師（NP）による PICC 挿入がもたらすタスクシフト・シェアの効果
内山　順次	 横浜労災病院　看護部
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9:40-10:10	 一般演題 15「ME・臨床工学」

座長：北山　伸治（関東労災病院　中央臨床工学部）

O15-1	 在宅人工呼吸器使用患者における遠隔モニタリングを用いた診療支援の有用性
宇田川彩花	 横浜労災病院　中央臨床工学部

O15-2	 医療ガス供給設備のトラブルを経験して
佐々木　健	 横浜労災病院 中央臨床工学部

O15-3	 臨床工学技士におけるアクションカードの運用方法に関する検討および作成
砥上　太郎	 山口労災病院　中央臨床工学部

10:20-11:50	 シンポジウム 12	

勤労者における予防医療

座長：齋藤　　淳（横浜労災病院　治療就労両立支援センター予防医療部）

S12-1	 「フレイルに対するナッジ理論を活用したバランスの良い食事パターンの指導効果」 
―その背景、目的、方法
高橋　貴子	 東北労災病院 治療就労両立支援センター

S12-2	 体格指数と骨格筋指数による群分類を用いた北海道勤労者の体格変化と支援ニーズの検討
山本　梨乃	 北海道中央労災病院治療就労両立支援部 / 旧北海道中央労災病院治療就労両立支援センター

S12-3	 勤労者における握力の経年変化と身体活動量の関連性―労働災害予防の視点から―
佐藤さとみ	 独立行政法人労働者健康安全機構　東京労災病院治療就労両立支援センター

S12-4	 心理的安全性・組織効力感の高い職場づくりに向けた、多施設横断アンケート調査と当部署の対策
大宮　博之	 東京労災病院　中央リハビリテーション部

S12-5	 土木建築業従事者の睡眠傾向について
渡邊　　文	 全国土木建築国民健康保険組合

12:00-13:00	 ランチョンセミナー 5	 共催：環境再生保全機構

座長：槇原　康亮（九州労災病院　病理診断科）

LS5-1	 石綿健康被害と石綿小体計測検査データからみる石綿曝露の推移
向井　春喜	 神戸労災病院　中央検査部

LS5-2	 石綿小体計測の現状と課題　～精度管理の観点から～
田中　真理	 和歌山労災病院　中央検査部

13:10-14:20	 一般演題 12「脊椎脊髄外科疾患２」

座長：東川　晶郎（関東労災病院　整形外科）

O12-1	 骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期経皮的椎体形成術と待機経皮的椎体形成術の比較
井上　純一	 秋田労災病院整形外科

O12-2	 VBS 併用の後方除圧固定術が腰椎破裂骨折における後壁骨片整復と良好な臨床経過に寄与した 1 例
小川　穣示	 関東労災病院 整形外科 (脊椎外科 )

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
日

労
災
疾
病
等

医
学
研
究
報
告

一 

般 

演 

題

会 

長 

講 

演

定　
款

次
期
会
長
講
演

役
員
・
評
議
員

基 

調 

講 

演

筆
頭
演
者
索
引

文 

化 

講 

演

特 

別 

講 

演

ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー

共
催
セ
ミ
ナ
ー

産　
業　
医

講　
習　
会

産　
業　
医

実
地
講
習
会

災
害
講
演

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
両
立
支
援
報
告
労
働
安
全
衛
生

研
究
報
告

指
導
医
講
習
会

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
２
日



－別 32－

O12-3	 MEL と UBE における患者立脚型アウトカムを用いた術後 １ 年成績の評価と比較√
吉田　祐一	 国立病院機構相模原病院　整形外科

O12-4	 腰椎変性疾患に対する内視鏡下除圧術と従来法除圧術における術前後就労状況の比較検討
齊木　文子	 横浜労災病院　整形外科

O12-5	 脊椎手術の低侵襲化による医療スタッフのストレス軽減と収益比較
平井　志馬	 国立相模原病院

O12-6	 全身性痛風関節炎により胸髄症状を生じ、二度の手術を要した 1 例
伊藤　圭太	 横浜労災病院　整形外科

O12-7	 外傷歴・不安定性を伴わない尾骨変形に対する尾骨切除術の一例
宮本　廣大	 関東労災病院　脊椎外科

14:30-15:20	 一般演題 13「整形外科疾患」

座長：金井　宏幸（東京労災病院　整形外科）

O13-1	 CT 骨挫傷画像による骨盤周囲不顕性骨折の描出
野水　敏行	 富山労災病院

O13-2	 鎖骨骨折観血的手術後に生じた遅発性腕神経叢麻痺
加集　秀春	 横浜労災病院　整形外科

O13-3	 大腿骨内顆骨欠損と内側側副靱帯付着部骨折を合併した Charcot 膝関節症に対し人工膝関節を
行った一例
辻本　大輔	 埼玉医科大学総合医療センター整形外科

O13-4	 Parkinson 病患者に対して人工股関節置換術を行い複数の合併症を経験した一例
松村　雅仁	 横浜労災病院　整形外科 / 関東労災病院　整形外科

O13-5	 全国労災病院における骨転移に対する手術治療の実態調査：整形外科における多機関共同研究
松延　知哉	 九州労災病院整形外科

11 月 3 日 月　　第 4 会場

8:30-9:40	 一般演題 14「両立支援２」

座長：金子　善博（独立行政法人労働者健康安全機構）

O14-1	 関節リウマチ患者の就労支援
長牛　広高	 秋田労災病院　関節リウマチチーム

O14-2	 当院で行っている炎症性腸疾患患者に対する両立支援の取り組み
羽根田　祥	 東北労災病院　両立支援センター / 東北労災病院　外科

O14-3	 労災患者の抱える職場復帰への不安に対する職場復帰支援の一例報告
河野　紫織	 中国労災病院治療就労両立支援センター

O14-4	 治療と仕事，家庭生活の包括的支援を行うことで就労継続が可能となった一例
野原　久司	 横浜労災病院勤労者医療総合センター

O14-5	 東北労災病院における整形外科的疾患患者への治療と就労の両立支援
大嶋　　彩	 東北労災病院
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O14-6	 産業保健総合支援センター保健師による治療と仕事の両立支援－中小企業における個別支援－
横山　芳乃	 東京大学未来ビジョン研究センターデータヘルス研究ユニット

O14-7	 ADL および IADL の短期的改善は労災労働者の職場復帰と関連するか： 
台湾両立支援におけるコホート研究
楊　　鎮誠	 台湾高雄医学大学 / 台湾高雄市立小港病院

9:50-11:50	 災害講演 2	

災害対応の取り組み～災害支援ナースと災害薬事～

座長：中森　知毅（横浜労災病院　救急科）

講演	 災害支援ナースの仕組み
中嶋　康広	 東海大学

講演	 神奈川県災害支援ナースのこれから　- 令和 6 年度能登半島地震支援活動から見えた今後の方向性 -
村上　秀明	 横浜労災病院看護部 7階南病棟

講演	 過去の災害対応から見える医薬品フォーミュラリ
江川　　孝	 福岡大学薬学部救急・災害医療薬学研究室

12:00-13:00	 ランチョンセミナー 6	 共催：ニプロ㈱

座長：三好　光太（横浜労災病院　整形外科）

LS-6	 神経再生医療の現場から　〜『ステミラック注』候補患者が製剤投与されるまで〜
石井　桂輔	 帝京大学医学部附属病院　外傷センター

13:10-14:40	 シンポジウム 14	

より良い栄養管理を目指して

座長：大場　信之（東京労災病院　第二消化器内科） 
有水美智子（横浜労災病院　栄養管理室）

S14-1	 重症患者への早期かつ継続的な栄養介入の取り組み
竹内　裕貴	 大阪労災病院　栄養管理部

S14-2	 NST 加算取得後から 15 年経過した当院の NST 活動の現状
村上　理絵	 山陰労災病院　栄養管理室

S14-3	 当院における周術期栄養管理加算の算定体制構築と実践報告
森山　大介	 中部労災病院栄養管理部

S14-4	 外来・入院における栄養指導の実施状況と今後の課題
藤井しのぶ	 熊本労災病院　栄養管理部

S14-5	 働く女性の治療と仕事の両立支援～難病患者の継続支援の事例から～
平澤　芳恵	 東京労災病院治療就労両立支援センター

S14-6	 外来がん患者の栄養管理の充実を目指して
西村　美穂	 横浜労災病院　栄養管理部
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11 月 3 日 月　　第 5 会場

8:30-9:10	 一般演題 16「じん肺・石綿・その他呼吸器疾患」

座長：辰田　仁美（和歌山ろうさい病院　呼吸器内科）

O16-1	 当院における石綿健診の所見について
三宅　浩生	 東京労災病院呼吸器内科

O16-2	 石綿健康被害救済制度における臨床検査技師参画の可能性  
～環境省との人事交流を通して得た学び～
斎藤　寿哉	 東京労災病院　中央検査部

O16-3	 CCO2 ナルコーシスに対して非侵襲的陽圧換気療法を導入し良好に在宅医療に移行したびまん性
胸膜肥厚の一例
松長　花保	 横浜労災病院呼吸器内科

O16-4	 地域連携病院との協働による誤嚥性肺炎地域連携パスの見直しと今後の展望
柳原　亜弥	 大阪労災病院

9:20-10:10	 一般演題 22「生活習慣病・予防医学・栄養管理・NST」

座長：和田　裕雄（順天堂大学　公衆衛生学）

O22-1	 フレイル外来におけるサルコペニアと舌圧の関連およびオーラルフレイル有病率の検証
坂井　美哉	 神戸労災病院看護部

O22-2	 推定食塩摂取量の変化と関連する因子の検討
高橋　真生	 中部労災病院 治療就労両立支援センター

O22-3	 BMI ふつう群に含まれる隠れ肥満の実態と生活習慣病への影響
吉中由美子	 中国労災病院治療就労両立支援センター

O22-4	 横浜労災病院の病職歴調査データを利用した，5 大疾病と職業の因果関係の検討
中山　貴博	 横浜労災病院　診療情報管理室

O22-5	 職域におけるがん検診受診状況とがん検診の捉え方 - 大腸がん検診に着目して -
酒巻（山﨑）恭子	帝京大学医療技術学部看護学科

10:30-11:20	 一般演題 18「チーム医療・多職種連携２」

座長：岡﨑　靖史（横浜労災病院　消化器外科）

O18-1	 小児外傷死例における予防可能性の検討　－滋賀県 CDR に基づく分析－
坂下　千尋	 滋賀医科大学 社会医学講座法医学部門

O18-2	 3 次救急病院における病院救命士の教育課程における経過報告
伊藤　　翔	 横浜労災病院　看護部

O18-3	 救急外来での高齢者支援の現状と展望　～救急外来がつなぐ地域支援～　
佐伯　昌美	 横浜労災病院　看護部

O18-4	 地方都市におけるシミュレーションセンターの中核拠点化へのプロセス
栗栖　　薫	 （独）労働者健康安全機構　中国労災病院

O18-5	 電話訪問実施によるスタッフの地域連携に対する認識の変化
浜崎　陽香	 横浜労災病院
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12:00-13:00	 ランチョンセミナー 7	 共催：ジンマー バイオメット

座長：黒坂　健二（東京整形外科　ひざ・こかんせつクリニック）

LS7-1	 人工膝関節置換術における患者と医療従事者それぞれの Well-being を実現するためのスマホア
プリ
仲野　槙志	 医療法人社団 あんしん会 あんしんクリニック

LS7-2	 多職種で構築するスマートフォンデバイスを用いた新時代の患者教育
五嶋　謙一	 金沢宗広病院　整形外科・関節再建外科

13:10-13:50	 一般演題 19「労働安全衛生・働き方改革」

座長：松本　陽子（関東労災病院　産婦人科）

O19-1	 業務改善による残業時間の削減とワークライフバランス意識の変化  
～看護師の意識調査からみえた課題と展望～
合田　明香	 横浜労災病院

O19-2	 時代の変化に対応したサスティナブルな手術室運営 ～タスクシフトと DX ～
長嶺　園美	 横浜労災病院　看護部　手術室

O19-3	 ガンマナイフと働き方改革〜解説動画の導入とその効果〜
笹目　　丈	 横浜労災病院　脳神経外科 / 横浜市立⼤学⼤学院医学研究科脳神経外科学

O19-4	 耳栓拒否の事例について一再考
吉田　泰行	 威風会栗山中央病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 / 	

社会医療法人社団千葉勤労者医療協会 二和ふれあいクリニック

14:00-14:50	 一般演題 20「看護４」

座長：渡邉　映子（東京労災病院）

O20-1	 おむつ交換時における看護者の腰部負担が軽減されるベッド高の検討
鈩　　貴裕	 島根県立大学看護栄養学部看護学科

O20-2	 婦人科検診における受診を要する更年期症状のある女性の受診行動への関連要因
高野　　香	 富山労災病院婦人科外来

O20-3	 高齢骨折患者への早期介入による廃用症候群予防の取り組み
鈴木　新菜	 横浜労災病院　看護部

O20-4	 慢性腎臓病患者の行動変容を支える看護支援と QOL 維持への取り組み
佐竹　美笛	 横浜労災病院　看護部

O20-5	 退院後訪問の実態と課題  
～継続看護への認識変化と患者・家族の QOL 向上を目指した退院支援について～
澤田　順子	 労働者健康安全機構　横浜労災病院
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11 月 3 日 月　　第 6 会場

8:30-9:20	 一般演題 21「産業保健」

座長：興梠　征典（九州労災病院　門司メディカルセンター）

O21-1	 医療従事者における体重増加、夜間の食事および不眠症状との関連
田中　千実	 順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学講座

O21-2	 夜間勤務時の照明が血中メラトニン濃度と毛髪中コルチゾール濃度に及ぼす影響
宮内　文久	 地域医療機能推進機構宇和島病院

O21-3	 食品関連業種における包丁使用中の労働災害 ― 労働災害事例データベースを用いた分析
栗原　良子	 帝京平成大学 健康メディカル学部 作業療法学科

O21-4	 当院の勤労者医療総合センターにおける小規模事業場に対する産業保健の取り組み
奥村　　豊	 九州労災病院門司メディカルセンター　勤労者医療総合センター

9:30-10:30	 一般演題 17「看護３」

座長：松下　澄子（福島労災病院）

O17-1	 せき損患者への看護ケアの質評価に向けた独自指標の作成と現状報告
見鳥　史代	 北海道せき損センター

O17-2	 急性期病院の看護師が業務開始時に使用する患者情報収集画面の開発と評価 
－看護師の情報収集時間の短縮化への取り組み－
山本　直子	 地方独立行政法人加古川市民病院機構加古川中央市民病院

O17-3	 糖尿病重症化予防看護外来の現状と課題への取り組み
岡本真理子	 横浜労災病院看護部

O17-4	 麻薬管理の簡易化を目指した取り組み（第 2 報） 
～錠剤用・テープ用のカウント袋と麻薬回収用紙の開発～
福山さつき	 横浜労災病院　看護部

O17-5	 病棟器材の滅菌方法の見直しによる安全性と効率性の向上 ～単包器材をコンテナ滅菌に変更して～
高柳　　薫	 横浜労災病院　看護部

O17-6	 情報共有の仕組み作りと看護の質向上に向けた取り組み～ウォーキングカンファレンスの活用～
田中　温子	 横浜労災病院

10:50-11:50	 産業医実地講習会	

講　　　師：山本　晴義（横浜労災病院　勤労者メンタルヘルスセンター）
コメンテーター：川原　健資（のぞみクリニック）

13:10-14:00	 一般演題 23「調査・研究・新型コロナ感染」

座長：菊池　信行（横浜労災病院　こどもセンター）

O23-1	 仕事や就労をテーマとした当事者研究の傾向：過去 ５ 年間の質的研究の文献レビュー
井上　由貴	 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学研究科博士後期課程 / 	

横浜労災病院　中央リハビリテーション部
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O23-2	 性別による医療サービス認識の違い ―M-SERVQUAL による分析―
中野　葉子	 高知大学医学部看護学系教育研究部医療学系看護学部門

O23-3	 アフターコロナにおける入院・外来患者および一般市民の医療サービス認識の比較 
―M-SERVQUAL 尺度による多群間分析―
吉井　英美	 香川大学医学部附属病院看護部

O23-4	 N95 マスク、へパフィルター使用下での効果的なコミュニケーション方法について
深澤智恵美	 横浜労災病院 救命救急センター

O23-5	 COVID-19 流行下における手指衛生実施状況の推移と施設間比較
田中まり子	 東松山市立市民病院　患者総合支援センター　

14:10-15:10	 一般演題 24「両立支援３」

座長：柴岡　三智（横浜労災病院　精神科）

O24-1	 両立支援コーディネーター基礎研修の令和 5 年度修了者フォローアップ調査結果について
金子　善博	 労働者健康安全機構 本部

O24-2	 関東労災病院におけるがん患者の社会保険労務士面談の現状と課題
松田あゆみ	 関東労災病院　看護部

O24-3	 メンタルヘルス不調についての治療と仕事の両立支援における連携方法の検討
野原　久司	 横浜労災病院勤労者医療総合センター / 横浜労災病院心療内科

O24-4	 東北労災病院での療養・就労両立支援の現状について
野村　良平	 東北労災病院　治療就労両立支援センター

O24-5	 療養・就労両立支援指導料の算定から院内体制の構築について考える
椛谷　　豊	 熊本労災病院　治療就労両立支援部

O24-6	 熊本県における治療と仕事の両立支援の現状と課題   
～熊本県脳卒中・心臓病等総合支援センターのアンケート調査
松村　敏幸	 熊本労災病院　治療就労両立支援部
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